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第 12 話 台湾の征討 

新たに我が領土となった台湾で、清の守将らが土民を煽動
せんどう

して反抗する。 

北
きた

白
しら

川
かわの

宮
みや

能
よし

久
ひさ

親王が兵を率いてこれを討たれ、ついに風土病に罹
かか

って薨じられる。  

やがて全島が平定する。 

 

台湾
たいわん

の経営
けいえい

 

  三国の干 渉
かんしょう

によって止
や

むなく、遼 東
りょうとう

半島
はんとう

は清国に還付
かんぷ

したが、台湾
たいわん

と澎
ほう

湖
こ

島
とう

とは新
あら

たに我が領土
りょうど

に

なったので、5 月 10 日、海軍大将 樺
かば

山
やま

資
すけ

紀
なり

を台湾総督に任じて、これを統治
とうじ

させることにした。 それ

で、樺山総督は、5月 24日に宇品
うじな

を発し、27日に 琉 球
りゅうきゅう

沖縄
おきなわ

島
じま

の中 城
なかぐすく

湾
わん

で、遼東半島の金 州
きんしゅう

から近衛

師団を率
ひき

いて見えた同師団長陸軍中将 北
きた

白
しら

川
かわの

宮
みや

能
よし

久
ひさ

親
しん

王
のう

と一緒になり、それより相
あい

共
とも

に進んで、5 月

30日に台湾の東端三
さん

貂
じょう

角
かく

に上陸した。 

 

清国
しんこく

将士
しょうし

らの反抗
はんこう

 

  ところが、はじめ、日清間に戦争の起こった頃

から、台湾の守備
しゅび

に当たっていた清国の将士らは、

今度、下関条約で日本にこれが割 譲
かつじょう

されることと

なったのを知って大いに 憤
いきどお

り、断
だん

じて 日
にほん

本など

にこれを渡
わた

すものかと、新
あら

たに台湾全島をもって独
どく

立
りつ

の 共
きょう

和
わ

国
こく

とすることを定め、5月 25日、旧
きゅう

台
たい

湾
わん

巡
じゅん

撫
ぶ

 唐
とう

景
けい

崧
すう

を推
お

して大
だい

統
とう

領
りょう

とし、広
かん

東
とん

南
なん

鎮
ちん

総
そう

兵
へい

 劉
りゅう

永
えい

福
ふく

を軍
ぐん

務
む

総
そう

統
とう

とし、その国旗をも、清国の

黄
こう

龍
りゅう

旗
き

に対して別に黄
こう

虎
こ

旗
き

として、飽
あ

くまでも日

本に反抗
はんこう

する態度
たいど

を取っていた。  

従って、島内は 頗
すこぶ

る不
ふ

穏
おん

であったために、わ

ざわざ台湾譲渡に関する全権委員として上海から渡

って来た清国の李
り

経
けい

方
ほう

も、危
き

険
けん

で、うっかり上陸が

出来ず、ついに止
や

むなく、6月 2 日、彼
かれ

は三
さん

貂
ちょう

角
かく

沖

に停泊する我が横浜丸の船中で樺山
かばやま

総督と会見し

て、ここで極
きわ

めて形
けい

式
しき

的
てき

な台湾および澎湖島授受
じゅじゅ

 

の式を行い、倉皇
そうこう

として帰国してしまったので、すなわち台湾譲渡の実際はこれより、我
わ

れが清の将士ら

を征討
せいとう

しなければならないことになったのです。 

 



第 12話 台湾の征討 

 

2 

近
この

衛
え

師
し

団
だん

の賊
ぞく

兵
へい

掃
そう

討
とう

 

  それで、近衛師団は 3日に進んで基隆
きーるん

の賊
ぞく

共
ども

を追い、7 日に台北
たいほく

城を 陥
おとしい

れ、8日に淡水
たんすい

港を占領し

た。 師団長宮は 10日に基隆を出発、11日に台北に入城されたが、樺山総督もまた 14日には台北に入り、

17日からは総督府
そうとくふ

が開かれた。 とはいえ、賊
ぞく

はなお南方
なんぽう

に逃げて飽
あ

くまでもと抵
てい

抗
こう

を続けたので、近衛

師団は更に進んで 6 月 22 日に新竹
しんちく

を取り、8 月 4日に 苗
びょう

栗
りつ

を抜
ぬ

き、その 26 日に 台 中
たいちゅう

を奪
うば

い、28日に

は八卦山
はっけざん

の砲 台
ほうだい

を攻
せ

めて、三
さん

貂
ちょう

角
かく

上陸以来はじめての激戦を交え、ついにこれを 陥
おとしい

れて 彰
しょう

化
か

を占領

した。 師団長宮は、その日、彰化
しょうか

に着かれた。  

台湾
たいわん

の炎熱
えんねつ

と風土病
ふうどびょう

 

  こうして台湾の北部は 8月の末までに 殆
ほとん

ど平
へい

定
てい

したが、上陸以来、焼
や

くような炎
えん

熱
ねつ

と風
ふう

土
ど

の 病
やまい

のた

めに、賊共の抵抗などよりも遥
はる

かに多
おお

く悩
なや

まされつづけて来ていた近衛師団は、この頃になると、ますま

す流 行 病
りゅうこうびょう

にかかる者が多く、健康な者といっては、僅
わづ

かに全体の約 1/5 位しか残っていなかったのに、

しかも賊の総大将 劉
りゅう

永
えい

福
ふく

は、20,000 と号する大兵を以って台
たい

南
なん

に拠
よ

り、その 勢
いきお

いが 頗
すこぶ

る盛
さか

んでした。 

難進軍
なんしんぐん

の編成
へんせい

 

  そこで大本営では、当時、遼東半島の金 州
きんしゅう

に駐屯
ちゅうとん

していた第二師団を近衛師団に加えて新たに

南進軍
なんしんぐん

を編成
へんせい

して、陸軍中将 高
たか

島
しま

鞆
とも

之
の

助
すけ

を台湾副総督に任じて、南進軍の司令官を兼
か

ねさせ、台南を海

陸から攻撃させることとした。 第二師団長陸軍中将 乃木
の ぎ

希
まれ

典
すけ

は、すなわち 7月 8日、師団を率いて金州

を出発し、大連
だいれん

から船に乗って、先づ澎湖島の馬
ま

公
こう

に向った。 

台
たい

南
なん

の三方
さんぽう

攻撃
こうげき

 

  こうして 10 月 10 日、高島司令官の命の

下に、伏
ふし

見
みの

宮
みや

貞
さだ

愛
なる

親王は、一個旅団を率いて

澎
ほう

湖
こ

島
とう

から布袋
ほてい

嘴
し

に向かい、乃木中将もまた

一個旅団を率いて枋
ほう

寮
りょう

に向ったが、両旅団と

も 11日に全部上陸すると、一方、その後ます

ます南下して、10 月 9 日に嘉
か

義
ぎ

を占領してい

た近衛師団と共に、三方から並び進んで台
たい

南
なん

 

  

 

 台湾 西南端      枋
ほう

 寮
りょう

 

を攻撃することにした。 即ち近衛師団は南下し、乃木旅団は北上し、伏見旅団は脇
わき

から斜
なな

めに台
たい

南
なん

に迫
せま

る事としたのです。   

  さて、三方から要
よう

地
ち

を 略
りゃく

取
しゅ

しながら、我が軍が次第に台南に進んで行くと、やがて 袋
ふくろ

の中
なか

の 鼠
ねずみ

と

なろうとしていた劉永福は、我が陣容
じんよう

のさかんなのを見て 忽
たちま

ち恐
おそ

れをなし、もはやいかにしても敵
てき

し難
がた

い

ことを悟
さと

るや否
いな

や、逸
いち

早
はや

く例の清将得意
とくい

の遁走
とんそう

を 企
くわだ

て、10 月 20 日、ひそかに雇
やと

い入
い

れた英船の石
せき

炭
たん

庫
こ

に

身
み

を潜
ひそ

めて、安
あん

平
ぴん

から廈門
アモイ

に逃げた。   
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台
たい

南
なん

の鎮定
ちんてい

 

  それで、翌 21日、先づ乃木旅団が台南に進んだ時には、もはや城内には一人の賊兵
ぞくへい

もいなかった。 そ

の翌 22 日、他の諸軍も相ついで入城して、互
たが

いにその鎮
ちん

定
てい

を 祝
しゅく

した。 ところが、この時にはすでに我

が軍にとって、全く別な一大心
しん

配
ぱい

事
ごと

が起こっていた。 外
ほか

でもない、近衛師団長 北
きた

白
しら

河
かわの

宮
みや

能
よし

久
ひさ

親王が

風
ふう

土
ど

の 病
やまい

に罹
かか

られ、 重
じゅう

態
たい

に 陥
おちい

られていた事です。 

能
よし

久
ひさ

親王
しんのう

の薨去
こうきょ

 

  これより先き、宮は 5 月 30 日に三貂角に上陸以来、金
きん

杖
し

玉
ぎょく

葉
よう

の身
み

をもって、甘藷
かんしょ

畠
はたけ

の中にテント

を張
は

ったばかりの 宿
しゅく

営
えい

で、蒸
む

し焼
や

きの甘
かん

藷
しょ

を手
て

づから皮
かわ

を剥
む

いて召し上がったり、或いは馬さえも通
かよ

わ

ぬような険
けん

阻
そ

な路
みち

を、脚
きゃ

絆
はん

草
わら

鞋
じ

に身
み

を固
かた

めて、徒歩
と ほ

で進みになられたり、或いは不
ふ

潔
けつ

な土
ど

民
みん

の土
ど

間
ま

に戸
と

板
いた

を敷
し

かせたばかりの 宿
しゅく

舎
しゃ

で、異
い

様
よう

な湿
しっ

気
き

や雨
あま

漏
も

りや蚊
か

などのために安
あん

眠
みん

もされなかったりしながら、所
いわ

謂
ゆる

瘴
しょう

焔
えん

蛮
ばん

雨
う

の中を日に日に加わる炎
えん

熱
ねつ

を冒
おか

して南方に進軍になっていた。  

やがて 8 月の末に台湾の北部は鎮定
ちんてい

になり、10 月 9 日、嘉
か

義
ぎ

をも占領して、いよいよその 18 日に台

南合撃
ごうげき

のために嘉
か

義
ぎ

を出発になろうとしていた時、17日の夜からの俄か
にわか

の発熱
はつねつ

で、瘧
おこり

（訳注：マラリア）

にかかられた事が分
わ

かったのです。 それで、軍医部長をはじめ只
ひた

管
すら

ご静
せい

養
よう

をと申し上げたが、宮はお聴
き

き

いれなく、 病
やまい

を冒
おか

して出発になり、駕
か

籠
ご

に乗
の

って尚
なお

も軍の指
さし

図
ず

をされた。 22 日、台南に着かれた時に

は、すでに容易
ようい

ならぬ容態
ようだい

で、ついにその 28日に御年 49才で薨
こう

じられた。 遠い昔の日
やま

本
と

武
たけるの

尊
みこと

の故
こ

事
じ

を今目の前に見て、国中の者は皆その功
こう

績
せき

を仰
あお

ぐと共
とも

に、深くお歎
なげ

きしました。 

  宮が北部を鎮定になって、将に南部

に向おうとされた時の御詠
ぎょえい

に、 

   台
たい

北
ほく

融
ゆう

々
ゆう

仁
じん

政
せい

成
なり

   

 皇
こう

軍
ぐん

到
いたる

処
ところ

湧
わく

二歓
かん

声
せい

一   

 旭
きょく

光
こう

将
まさに

レ 被
こうむらんとす

台
 たい

南
なんの

地
ち

  

 殲
つくして

二彼
かの

渠
きょ

魁
かいを

一 安
やすんぜん

ニ万
ばん

生
せいを

一 

という詩がある。 この颯爽
さっそう

とした盛ん

なご意気を 伺
うかが

うにつけても、凱
がい

旋
せん

間
ま

近
ぢか

の薨
こう

去
きょ

は、まことに遺
い

憾
かん

至
し

極
ごく

な思いをせ

ずにはいられません。 

 

 台北         台
たい

湾
わん

神
じん

社
じゃ

 

  後
のち

、宮
みや

の英
えい

霊
れい

は、台北に建てられた官幣
かんぺい

大社台湾
たいわん

神社
じんじゃ

に祀
まつ

られて、永
なが

く同島をお護
まも

りになっている

（訳注：現在は、跡地に圓山大飯店が建つ）。 

台湾
たいわん

全島
ぜんとう

の鎮定
ちんてい

 

  さて、台南の占領で、台湾全島はほとんど平定
へいてい

し、ただ最南部の恒
こう

春
しゅん

地方
ちほう

だけがなお 聊
いささ

か不
ふ

穏
おん

でし

たが、これも乃木旅団の一部の出 征
しゅっせい

で、11月 1日には 全
まった

く鎮
ちん

定
てい

した。 そこで 11 月 6日、南
なん

進
しん

軍
ぐん

の組
そ
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織
しき

を解
と

き、近衛師団は東京に凱旋
がいせん

し、第二師団はなおしばらく留
とど

まって台湾の守備
しゅび

に当たった。 

  なお、この役
えき

における我が軍の戦
せん

死者
ししゃ

は僅
わづ

かに 164 人、負傷者
ふしょうしゃ

は 515 人にしか過ぎなかったが、病気

のために死んだ者は実に 4,478 人、その治
ち

療
りょう

のために、内
ない

地
ち

に送
そう

還
かん

された者は 21,000 余人、台湾の病 院
びょういん

に留
とど

まった者は 5,000 余人の多きに上った。 これを見ても、いかに我が軍がこの地の風
ふう

土
ど

病
びょう

のために悩
なや

まされたかが知
し

られます。 

 (  第 12 話 台湾の征討 終わり。 次は前頁に戻り、第 13話 北清事変と日英同盟 ) 


